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自主点検調査報告までの経緯

5月31日       ○近経局に調査結果報告
　　　　　　　　　＝関空エネセンに関する調査結果

　　　　　　　○近経局から電気事業法第106条にもとづく報告徴収指示（追加）

4月15・16日　 ○近経局による安全管理審査（→関空エネセン）

4月28日　     ○近経局から電気事業法第106条にもとづく報告徴収指示

4月23日    　◇近経局による立入検査（→関空エネセン）

6月28日　     ○近経局に調査結果報告
　　　　　　　　　＝関空エネセンに関する詳細調査結果
　　　　　　　　　＝他の火力発電所等（直近の定期事業者検査）に関する調査結果
　　　　　　　　　＝その他の申告事項に関する調査結果

　　　　　　　○近経局から再発防止対策に関する指示

10月26日　    ○近経局に自主調査結果報告

7月 9日　     ○当社自主調査
  ～10月25日　　　 ＝初回の安全管理審査受審以降、平成16年6月までに実施した全ての定期事業者検査（36検査）に
　　　　　　　　　　　 対する調査を実施（ただし前回調査分は除く）

7月 7日      ◇近経局による立入検査
　　 ～14日　　　（→関空エネセンおよび他の１０発電所（旧姫路ＬＮＧ管理所含む））
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自主点検調査結果の概要

調　査　結　果

前　回　調　査

（平成16年6月28日発表済）

他の
火力
発電所

合 計

関空
ｴﾈｾﾝ

今　回

調　査
小計

 ◆コンプライアンスにかかわる不適切事項
単位：件

◆自主点検調査対象
　　初回の安全管理審査受審以降、平成１６年６月末までに実施した全ての定期事業者検査

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（前回調査分は除く）

　　　＜１０発電所（旧姫路ＬＮＧ管理所含む）、３６設備＞

品　

質　

記　

録

検査記録

検査記録
以外の
品質記録

計測値・管理基準値を書き換えたもの

検査を実施していなかったにもかかわらず、
記録を作成したもの　等

品質記録の記載年月日を書き換えたもの　等

会議等を実施していないにもかかわらず、
議事録等を作成したもの　等

合　　計

14

0

0

0

14

51

4

3

6

64

10

0

1

12

23

61

4

4

18

87

75

4

4

18

101
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コンプライアンスに係る不適切事項一覧

検査対象項目

1号Ａガス再循環通風機軸受各部間隙

1号Ａ・Ｂガス再循環通風機
　ラップ・ギャップ

1号Ａガス再循環通風機
　モータ・流体継ぎ手面間

1号Ａ・Ｂガス再循環通風機
　ターニング装置面間

1号ガス循環通風機軸受背面締代

管理基準値

所則制定値

-0.02～
-0.04mm

メーカー
の目安

0～
-0.1mm

変更値 実測値

-0.04～
-0.05mm

記録値

-0.04mm

計測値

21～
24mm

16～
31mm

A機:28mm
B機:28㎜

A機:24mm
B機:24㎜

372.4
±0.5mm

371.80mm 371.9mm

A機:24.24mm
B機:24.25㎜

A機:25.24mm
B機:25.25㎜

0.03～
0.07mm

（分解､組立）
0.03～
0.09mm

0.03～
0.09mm

(分解､組立)

0.06～
0.09mm

 (分解､組立)

372.2
±2.0mm

25
±0.5mm

25
±1.5mm

1号Ａ・Ｂ押込通風機動翼リンク間隙

４号ガス混合通風機軸受間隙

２号２次過熱器出口安全弁
　調整ボルト位置

0.049mm
以内

0mm以上
A機:0.05mm
B機:0.05mm

A機:0.045mm
B機:0.045mm

0.5mm以上 1.55mm 1.5mm

分解時と
同寸法

分解時と
大きな差が
ないこと

81.4mm 80.4mm

1.0
±0.5mm

３号Ａ・Ｂ押込通風機センタリング
0.5～
3.0mm

A機:1.5～1.7mm
B機:1.5～1.7mm

A機:「－」
B機:「－」
(記載省略)

3.0
±0.2mm

機能確保上の評価

左記の計測値は、
機器の組立途中
の参考記録であり、
機器の健全性は、
組立後の作動試
験および試運転で
確認している。

区　分

計測値
の書き換え

（１２件）

管理基準値
の書き換え
（２件）

発電所

南港

海南

御坊

姫路
第二

多奈川
第二

合　計

件数

１

２

１

２

２

２

１

１

２

１４
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「コンプライアンスにかかわる不適切事項」の原因分析

「安全管理審査制度」の導入（平成１２年７月）

　　　　　▼本店の指導・管理不足
　　　　　▼内部チェックが十分に機能しなかったこと
　　　　　▼部門内の風通しの悪さ
　　　　　▼品質管理に関する説明責任についての
　　　　　　認識不足

コンプライアンスにかかわる不適切事項コンプライアンスにかかわる不適切事項

「品質システム」構築時の対応が適切でなかったこと「品質システム」構築時の対応が適切でなかったこと「品質システム」構築時の対応が適切でなかったこと

安管審対応に万全を期そうという思い

「品質システム」を網羅的に整備しようとした

「品質記録」（検査記録）の拡大

一部の「管理基準値」の軽視

コンプライアンス意識の浸透不足コンプライアンス意識の浸透不足コンプライアンス意識の浸透不足

計測値・管理基準値など｢品質記録｣の書き換え

間接的原因

　メーカーの目安値の範囲内であれば「計測値・
　管理基準値」を変更してもいいのではないか
　との考え

コンプライアンス意識の低さ

　実態に合わない「管理基準値」の設定、「管理
　基準値」を満たさない場合の措置等運用方法の
　不明確さ
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主な原因と再発防止対策

 ▼品質システムの構築に
 　かかる問題

 　・定期事業者検査のしくみ
　　 の整備不足

 　・本店火力部門の適切な
　　 指導・管理不足

　・内部チェックの機能不足

▼意識等にかかる問題

 　・コンプライアンス・品質
 　　管理に関する説明責任の
　　 認識不足

　 ・火力部門内の風通しの
　　 悪さ

主な原因

◎品質システムの再構築

　　①「品質記録」の検査対象項目ごとの「管理基準値」
　　　の適正な設定と運用方法の明確化

　　②転記作業を必要としないしくみの構築

　　③火力部門トップマネジメントの指導による、品質シ
　　　ステムの再構築と運用状況の継続的フォロー

　　④火力部門トップマネジメントを含めた、品質管理に
　　　関する研修会の実施

　　⑤内部チェックの充実
　　　（内部品質監査における着眼点の明確化、品質・安
　　　　全監査室への火力部門専門の監査担当の配置等）

◎意識等の改善

　　①「コンプライアンス」「品質に関する説明責任」
　　　の重要性の徹底
　　　 （社長、火力部門トップマネジメントによる火力
　　　　 発電所員に対するコンプライアンス徹底の指導）

　　②コンプライアンス教育の実施
　　　（発電所幹部による、火力発電所員に対するコンプ
　　　　ライアンス、品質記録の重要性の説明・指導の
　　　　実施）

　　③発電所から火力部門トップマネジメントに直接意見
　　　が言える機会を確保するための目安箱の設置

主な再発防止対策

※８月までに試行案策定済
　（各発電所の「定期事業者検査」で
　　順次展開中）

※８月までに実施済
（各発電所の「定期事業者検査」で
 　 順次展開中）

※９月に方針決定済

※８月までに実施済

※９月までに実施済

※８月までに実施済

※９月までに実施済、毎年継続
　実施予定

　(設置案検討中）

進捗状況

※再発防止対策としては、上記のほかにも、法令を遵守する業務のしくみの整備のために、①法令に基づく検査に関する教育の実施、
　②法令・社内ルールに関する相談窓口の設置（火力センターの発電所支援機能向上）等の取り組みも進んでおり、さらには、①品
　質・安全委員会への対策進捗状況の報告、②再発防止対策の主要な実施内容を織り込んだ保安規程の改正等による歯止めも行って
　いる。
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ガス再循環通風機　モータ・流体継ぎ手面間計測値の変更（南港発電所　Ｈ１４年度）

　　　

当 社 検 査 記 録

工事請負会社報告書

［ﾒｰｶの目安］372.2±2.0mm

計測値を書き換えたものの例（１）

管理基準を満足していないため、
面間の計測値を変更したもの。
 [371.80 ㎜] → [371.9 ㎜]

371 372.4 374

ﾒｰｶｰの目安
[372.2±2.0㎜]

計測値

370 373

管理基準値
[372.4±0.5㎜]

371.80㎜

371.9㎜

参考 1



計測値を書き換えたものの例（２） 参考 2

当 社 検 査 記 録 工事請負会社報告書

0.5 3.0 3.22.81.0 1.5 2.0 2.5

ﾒｰｶｰの定める管理値

管理基準値計測値

押込通風機　センタリング検査記録（南港発電所３号　Ｈ１４年度）

管理基準を外れる計測値の記載を
省略している。
［1.5～1.7㎜］→［－］

1.7



管理基準値を書き換えたもの 参考 3

所則で制定している様式

当 社 検 査 記 録

工事請負会社報告書

　0

0.09

0.07
計測値

書き換えた管理
基準値（ﾒｰｶｰが
定める管理限界
値に書き換えた）

　管理基準値が0.03～0.07㎜の場合、管理
基準値を外れるが、製造者の管理限界値
0.03～0.09㎜を考慮し、管理基準値の書き
換えを実施した。

元の管理基準値

0.03

ガス循環通風機　軸受背面締代検査記録（海南発電所１号　Ｈ１３年度）



品質システムの体系および品質記録

品質

マニュアル

（所則・所則指針等）

（帳　　票　　等）

手順書

・定期事業者検査開放計画説明書

・定期事業者検査結果

・是正処置要求書・報告書　　等

品質記録

・検査記録

（所達）

品質システムの体系

定
期
事
業
者
検
査
の
実
施

品質マニュアルを頂点として、
手順書・帳票等の文書類が
体系化されたしくみ

定期事業者検査開放計画説明書

定期事業者検査結果

検査記録

工事チェックリスト

試運転記録（作動試験）

起動および停止に関する記録

補修に関する記録

事故に関する記録

試運転記録（ヒートラン）

ＣＰＭ（定期事業者検査全体工程表）

検査・試験体制記録

標準器管理台帳

標準器・測定器検査成績書

協力会社持測定器管理台帳兼使用申請書

事故等速報

最終（中間）報告書

内部品質監査計画書

内部品質監査通知書

内部品質監査チェックリスト

内部品質監査報告書

是正処置要求書・報告書

安全管理審査結果報告書

品質システム見直し会議議事録

定検前安全懇談会議事録

社内標準登録台帳

不適合是正指示・報告書

標準類制改廃りん議

火力要員育成記録

品
質
記
録

定期事業
者検査記
録

定期事業
者検査記
録以外の
品質記録

参考 4



インセンティブ期間中に実施した
定期事業者検査記録の「品質記録」を審査

安全管理審査のしくみ

定
期
事
業
者
検
査

Ｈ16．9．6～7

安
全
管
理
審
査

インセンティブ期間（３年）

 システム審査の結果が適合であれば、その３年
後に国の審査を受ければよいとのインセンティブ
が与えられる。

Ｈ13．6．12
適　合

システム
受　審

システム
受　審

Ｈ１２年度 Ｈ１３年度 Ｈ１４年度 Ｈ１５年度 Ｈ１６年度

３号ボイラー・
タービン

１号ボイラー ・
タービン

３号ボイラー

ガス導管 ガス導管

Ｈ１２年７月
安全管理審査制度導入

（例） 南港発電所
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